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平成27年度の主な調査計画

地質構造 ・壁面観察データを解析
・地表での地質観察および採取した岩石の顕微鏡観察や分析などを継続
・坑道周辺の地質環境モデルの妥当性確認、モデルの詳細化

岩盤水理 ・既存のボーリング孔における地下水の圧力や水質の観測を継続
・「地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証」について、通常よりも高い注入圧を用いた透水試験（水圧擾乱
試験）を実施

・坑道周辺の水理地質構造モデルを更新

地球化学 ・坑道壁面やボーリング孔から採取した地下水・岩石を対象にした地球化学特性に関するデータ取得を継続
・坑道掘削に伴う地下水水質の変化に関する評価を継続
・水質の分布や水質の形成について検討し、地球化学環境の時間的変化に関わる地球化学モデルを更新

岩盤力学 ・初期地圧測定結果に基づき、坑道周辺の地圧の空間的な分布を評価し、地下施設の設計上必要な岩盤物性値の
設定方法を検証

・坑道掘削時に生じる周辺岩盤の変形や応力の変化の予測解析手法の適用性確認を継続

調査技術・
機器開発

・各調査坑道でのモニタリングを継続し、長期的な性能確認を継続
・微生物を調査するための試験装置の開発を行い、各調査坑道でのデータ取得を実施
・光ファイバー式地中変位計の長期モニタリング性能を確認するための観測を継続
・地表と坑道内の高精度傾斜計等を用いて岩盤の微小な変形の観測を継続
・各調査坑道と東立坑の坑道掘削後の長期的な変化を確認するための弾性波トモグラフィ調査を継続

工学技術の
基礎の開発

・地下施設の設計の妥当性を検証
・地下施設の安全性をさらに向上させるための方策の検討を継続
・湧水対策のための技術開発としてグラウト材料の岩盤中への浸透範囲を評価するための解析手法を高度化

地層処分
研究開発

・「実際の地質環境における人工バリアの適用性確認」について、350m坑道での人工バリア性能確認試験、オー
バーパック腐食試験の継続および350m坑道での物質移行試験の実施

・「処分概念オプションの実証」について、人工バリアの定置・品質確認などの実証計画の検討を開始
・地層処分実規模設備施設運営等事業への協力

3







6

立坑掘削影響試験
－マルチ光計測プローブによる立坑周辺の掘削影響領域の検討－

マルチ光計測プローブ設置
平面図

マルチ光計測プローブ設置断面図，写真

目的：
立坑掘削時の岩盤挙動モニタリングと，立坑周辺に生じる掘削影響領域に関する
長期挙動モデルの構築．

1本のボーリング孔に複数のセンサを設置可能なマルチ光計測プローブを設置．
割れ目発生時の微小振動（AE），間隙水圧，温度を計測．







初期 1年後 2年後 5年後

間隙⽔圧

⽔分
飽和度

温度

人工バリア性能確認試験の予察解析結果の概要
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人工バリア性能確認試験における埋め戻し材の品質管理
－現場施工及び品質管理の状況－

試験孔部
埋め戻し材巻出し

試験孔部
巻出し厚さの管理

試験孔部
転圧締固め

坑道部
埋め戻し材巻出し

坑道部
転圧締固め

砂置換法による測定 ＲＩ法による測定 ＱＴＭによる測定

11







物質の移動特性を把握するための調査研究
ー深度350mにおける原位置拡散試験ー

原位置拡散試験の概念

試験装置の概要

 人工バリアおよび天然バリアにおける物質移行特
性（拡散、収着）を把握するために原位置拡散試
験を実施中

 室内試験にて孔径の違い及び人工バリア（緩衝
材）の有無による物質の収着・拡散挙動の違いを
比較検証

非収着性トレーサー：ウラニン、重水、I など
収着性トレーサー ：Cs, Sr, Co, Ni, Eu, Moなど

 マトリクス内のトレーサーの内部プロファイルの取
得等を行う予定。
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